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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　噴霧および気泡生成トリガ噴霧器であって、
　噴霧器ハウジングと、
　前記噴霧器ハウジングの上に取り付けられるキャップであって、回転軸について両方向
に回転し、前記噴霧器ハウジング上においてキャップが１回転より多く回転するように、
前記両方向に回転可能であり、ノズル出口ポートを有するキャップと、
　前記噴霧器ハウジングの上に取り付けられるフォーマ管であって、前記キャップおよび
前記噴霧器ハウジングに対して、フォーマ管の第１引込み位置とフォーマ管の第２伸張位
置との間において、軸方向線形往復運動をするフォーマ管とを備え、
　前記キャップおよび前記フォーマ管が、前記噴霧器ハウジング上における前記キャップ
の回転に応答して、前記第１位置と前記第２位置との間で前記フォーマ管に往復運動させ
るように動作式に接続され、
　前記第１位置と前記第２位置との間で前記フォーマ管に往復運動させるための前記キャ
ップと前記フォーマ管との間の動作式接続が、前記噴霧器ハウジング上のカム表面と、前
記カム表面とスライド係合する前記フォーマ管上のカムフォロワとを含む、トリガ噴霧器
。
【請求項２】
　前記第１位置と前記第２位置との間で前記フォーマ管に往復運動させるための前記キャ
ップと前記フォーマ管との間の動作式接続が、前記噴霧器ハウジング上における前記キャ
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ップの４分の１回転に応答する請求項１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項３】
　前記カム表面が、カム溝を画定する１対の対向カム表面の一方であり、
　前記フォーマ管フォロワが、前記カム溝の中に延びる請求項１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項４】
　前記フォーマ管が前記キャップの前記ノズル出口ポートを囲む状態で、前記フォーマ管
が、前記第１位置と前記第２位置との間で往復運動するように、前記キャップの上に取り
付けられる請求項３に記載のトリガ噴霧器。
【請求項５】
　前記キャップが４分の１回転することに応答して、前記フォーマ管が前記第１引込み位
置から第２伸張位置まで軸方向に運動し、前記キャップがさらに４分の１回転することに
応答して、前記フォーマ管が前記第２伸張位置から第３引込み位置まで軸方向に運動し、
前記キャップがさらに４分の１回転することに応答して、前記フォーマ管が前記第３引込
み位置から第４伸張位置まで軸方向に運動し、前記キャップがさらに４分の１回転するこ
とに応答して、前記第４伸張位置から前記第１引込み位置まで軸方向に運動するように、
前記フォーマ管が前記キャップの上に取り付けられる請求項１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項６】
　前記噴霧ハウジングを経て前記キャップノズル出口ポートまで延びる液体通路と、
　前記液体通路に配置される円錐フランジを有するバルブとをさらに備え、前記円錐フラ
ンジが、径方向に柔軟であり、それにより、前記円錐フランジが、前記液体通路において
加圧液体の影響を受けたとき、径方向内向きに曲がって、前記液体が前記円錐フランジを
通過して、前記液体通路を経て前記キャップノズル出口ポートに向かって流れることと、
前記円錐フランジが、径方向外側に曲がって、液体が前記キャップノズル出口ポートから
前記液体通路を経て逆流するのを防止することとが可能になる請求項１に記載のトリガ噴
霧器。
【請求項７】
　前記液体通路が、前記液体通路を囲む内壁を有し、
　前記円錐フランジが、前記液体通路内壁と係合する円形周囲縁を有する請求項６に記載
のトリガ噴霧器。
【請求項８】
　前記液体通路の一部を経て延びるシャフトをさらに備え、
　前記円錐フランジが、前記シャフトの上にあり、かつ前記シャフトから径方向外向きに
突出する請求項６に記載のトリガ噴霧器。
【請求項９】
　前記シャフトの一端の上に形成される液体スピナ空洞をさらに備え、前記円錐フランジ
が、前記シャフトの他端にある請求項８に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１０】
　前記噴霧器ハウジングの上のカム表面をさらに備え、
　前記キャップが、前記ノズル出口ポートの対向側面上に１対の開口を有し、
　前記フォーマ管が、前記キャップ開口を経て前記カム表面の対向側面上の位置まで延び
る１対のガイドレッグを有し、各ガイドレッグが、前記カム表面とスライド接触して係合
するフォロワを有する請求項１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１１】
　噴霧および気泡生成トリガ噴霧器であって、
　噴霧器ハウジングと、
　前記噴霧器ハウジングにある液体供給管と、
　前記噴霧器ハウジングの上に取り付けられるトリガと、
　前記噴霧器ハウジングに中心軸を有する液体スピナであって、前記液体供給管と連通す
る液体スピナと、
　前記噴霧器ハウジングの上に取り付けられるキャップであって、前記噴霧器ハウジング
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に対して回転し、ノズル出口ポートを有するキャップと、
　前記キャップの上に取り付けられるフォーマ管であって、前記キャップと共に回転し、
また、前記キャップの回転に応答して、フォーマ管の第１引込み位置と第２伸張位置との
間において軸方向に運動するフォーマ管とを備え、
　前記噴霧器ハウジング上のカム表面と、
　前記フォーマ管の上にあり、かつ前記カム表面と係合するカムフォロワとをさらに備え
、それにより、前記キャップの回転により、前記カムフォロワが前記カム表面を横断して
移動する、トリガ噴霧器。
【請求項１２】
　前記噴霧器ハウジング上において前記キャップが少なくとも１回転回転するために、前
記キャップが両方向に連続回転するように、前記キャップが前記噴霧器ハウジングの上に
取り付けられ、
　前記噴霧器ハウジング上において前記キャップが少なくとも１回転回転するための、一
方向における前記キャップの回転に応答して、前記フォーマ管が、前記キャップに対して
、前記フォーマ管の第１引込み位置から第２伸張位置に、次いで第３引込み位置に、次い
で第４伸張位置に軸方向に運動するように、前記フォーマ管が前記キャップの上に取り付
けられる請求項１１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１３】
　前記キャップが、前記液体スピナ中心軸について回転可能であり、前記フォーマ管が、
前記液体スピナ中心軸と同軸状である請求項１１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１４】
　前記供給管が、液体を前記供給管を経て、前記液体スピナを通過して、前記キャップの
前記ノズル出口ポートを経て伝達する液体通路の一部であり、
　前記液体通路にある先細り円錐フランジであって、前記液体通路の液体が、前記円錐フ
ランジを通過して、前記液体通路を経て前記キャップの前記ノズル出口に向かって流れる
ことと、前記液体通路の液体が、前記円錐フランジを通過するのを防止し、前記液体通路
を経て前記キャップの前記ノズル出口ポートから離れるように流れることとを可能にする
ように、径方向に柔軟である先細り円錐フランジを備える請求項１１に記載のトリガ噴霧
器。
【請求項１５】
　前記円錐フランジが、前記液体スピナに接続される請求項１４に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１６】
　前記円錐フランジが、前記液体通路の一部である内壁を有する空洞に配置され、前記円
錐フランジが、前記空洞内壁と接して係合する請求項１４に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１７】
　前記液体通路の一部を通って延びるシャフトをさらに備え、
　前記円錐フランジが、前記シャフトの上にあり、かつ前記シャフトから径方向外向きに
突出する請求項１４に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１８】
　前記シャフトが、前記液体スピナの一部であり、前記円錐フランジが前記シャフトの一
端にあり、スピナ空洞が前記シャフトの他端にある請求項１７に記載のトリガ噴霧器。
【請求項１９】
　前記カム表面が、前記噴霧器ハウジング上のカム溝を画定する１対の対向カム表面の一
方であり、前記カムフォロワが、前記カム溝の中に延び、かつ前記噴霧器ハウジング上に
おける前記キャップの回転に応答して前記カム溝を通ってスライドするフォーマ管の上の
ボスであることをさらに備える請求項１１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項２０】
　前記噴霧器ハウジングの上のカム表面をさらに備え、
　前記フォーマ管が、前記キャップを経て前記カム表面の対向側面上の位置まで延びる１
対のガイドレッグを有し、各ガイドレッグが、前記カム表面とスライド係合して係合する
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カムフォロワを有する請求項１１に記載のトリガ噴霧器。
【請求項２１】
　前記カム表面が、カム溝を画定する１対の対向カム表面の一方であり、各ガイドレッグ
の前記カムフォロワが前記溝の中に延びることをさらに備える請求項２０に記載のトリガ
噴霧器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、噴霧器機器の分野に関し、より具体的には、入れ子式フォーマノズ
ルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　アトマイザおよび噴霧器機器に関する従来の技術には、以下の米国特許が含まれる。
【０００３】
　アロンソン（Ａｒｏｎｓｏｎ）への米国特許第１，９００，０８７号明細書は、装置が
使用されていないとき、動作要素がロックされ、それにより、要素の不適切な突出が防止
されるアトマイザを教示する。
【０００４】
　タダ（Ｔａｄａ）への米国特許第３，９１３，８４１号明細書は、圧力を液体に加える
ことによって、液体を吸引し、かつ液体を霧状の形態で噴出させる噴霧器を示す。噴霧器
は、円筒部分と組み合わされて液体室を画定するピストンを含む。ピストンが、円筒の閉
じた端部の近傍に移動したとき、円筒によって形成される液体室の体積は最小になり、そ
れにより、室内の液体は高圧で噴出される。
【０００５】
　Ｆｏｃａｒａｃｃｉへの米国特許第４，６４６，９７３号明細書は、液体および空気の
噴霧から気泡を生成する噴霧器を示す。中断装置が、液体の連続流れの外周の被制御部分
の経路に配置される。流れの周辺において中断装置が当たる周辺の流れの量を制御するこ
とによって、乱流が生成され、その結果、圧力が降下し、逆流する周囲気体が侵入して混
合され、流れの液体成分が発泡する。
【０００６】
　ブレーク（Ｂｌａｋｅ）への米国特許第４，９９１，７７９号明細書は、多孔性要素を
組み込む、気泡を生成するための装置を示す。
【０００７】
　キャリラハン（Ｃａｌｉｌｌａｈａｎ）らへの米国特許第５，１５６，３０７号明細書
は、混合ノズルの直前に円形混合室を有するディスペンサを示す。第１チャネルが、スク
ィーズ可能容器に配置された材料から混合室の中へと通じている。第２チャネルが、空気
空間から混合室の中へと通じている。篩が、出口チャネルを覆う。
【０００８】
　フォスタ（Ｆｏｓｔｅｒ）らへの米国特許第５，１５８，２３３号明細書は、ノズル出
口オリフィスの直前に気泡誘発管を有するノズルアセンブリを示す。ドアが、出口オリフ
ィスを封止する凸状の先端を有する細長いピンを備える。
【０００９】
　ノイハウス（Ｎｅｕｈａｕｓ）らへの米国特許第５，３４０，０３１号明細書は、発泡
ヘッドを示し、出口スリットに向かって径方向に開く通路スリットを有する偏向プレート
を有する放出ノズルを含む。
【００１０】
　タサキ（Ｔａｓａｋｉ）らへの米国特許第５，３４４，０７９号明細書は、楕円、矩形
、または三角形の形状とすることが可能である気泡がバンドの形態で排出されるように成
形される発泡ノズルを示す。気泡は、霧が発泡ノズルの開口の内面に当たることによって
形成される。
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【００１１】
　バルデラマ（Ｂａｌｄｅｒａｍａ）への米国特許第５，３６６，１６０号明細書は、放
出オリフィスの下流の面にある間隔をおいて位置するループリブの対向対を組み込むフォ
ーマノズルを示す。リブは、断面の形状がしずくに成形され、開口を画定する１対の間隔
をおいたレッグを有する。
【００１２】
　ニッカーボッカー（Ｋｎｉｃｋｅｒｂｏｃｋｅｒ）への米国特許第５，５４０，３８９
号明細書は、終端オリフィスと接続されるスピン室を組み込むオリフィス装置を示す。複
数の供給チャネルが、放出前にスピン室内において噴霧産物をスピンさせるために、スピ
ン室に接続される。
【００１３】
　ドブズ（Ｄｏｂｂｓ）らへの米国特許第５，６４７，５３９号明細書は、一様な開口を
画定する複数のリブを有する気泡エンハンサ室を組み込むアセンブリを示す。リブは、気
泡バブルがリブに衝撃を与えて空気と混合される際に気泡を生成するように、室の内壁に
垂直な平坦表面を有する。
【００１４】
　従来の技術における様々な開発にもかかわらず、気泡分配動作モードから噴霧分配動作
モードに容易かつ可逆的に切り替えることができるノズルが依然として必要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的は、気泡分配動作モードから噴霧分配動作モードに容易かつ可逆的に切り
替えることができる入れ子式フォーマノズルを提供することである。
【００１６】
　本発明の他の目的は、フォーマ管が、気泡分配動作モードにあるとき、分配オリフィス
より前に突出する入れ子式フォーマノズルを提供することである。
【００１７】
　本発明の他の目的は、高信頼長期動作をもたらす比較的少数の構成要素部分を有する入
れ子式フォーマノズルを提供することである。
【００１８】
　本発明の他の目的は、比較的低い単位コストをもたらす大量で容易に製造することがで
きる比較的少数の構成要素部分を有する入れ子式ノズルを提供することである。
【００１９】
　本発明のこれらおよび他の目的は、以下においてより明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明によれば、噴霧材料の供給源に接続された供給管を有するノズル部材を含む入れ
子式フォーマノズルが提供される。キャップ部材が、ノズル部材に回転式に取り付けられ
る。キャップ部材は、オフ位置からフォーマ位置までノズル部材に対して回転することが
可能であり、連続回転により、キャップ部材は噴霧位置になり、次いで第２気泡位置にな
り、次いでオフ位置になる。キャップ部材は、気泡管を支持し、気泡管は、ノズル部材に
形成されるカム溝と係合するカムボスを含む。
【００２１】
　キャップ部材の回転により、気泡管が駆動される。カム溝およびカムボスは、キャップ
部材がオフ位置および噴霧位置にある引込み位置から、キャップが気泡位置にあるとき放
出ノズルより前に突出している伸張位置に気泡管を駆動する。キャップは、オフ位置、気
泡位置、および噴霧位置を明瞭に印付ける表示を含み、キャップは、動作位置のそれぞれ
においてノズルと直に接触してはめ込まれるように適合される。
【００２２】
　本発明の他の重要な目的および利点が、添付の図面と関連して取り入れた本発明の以下
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の詳細な記述から明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　同じ参照符合が図面を通して同じ部分または対応する部分を指す図面を参照すると、図
１および２には、本発明により作成される、参照符合１０によって全体的に示す入れ子式
フォーマノズルが示されている。入れ子式フォーマノズルには、ノズル部材１２、スピナ
部材１４、フォーマ管１６、およびキャップ部材１８が含まれる。
【００２４】
　図２に示すように、ノズル部材１２は、一体的に形成される構成要素であり、中央部分
２０と、中央部分の背面２４から突出する中央配置供給管２２とが含まれる。供給管２２
は、中央部分３０に形成されるポート２８を介して空洞３２と接続され、空洞３２は、中
央部分３０から突出する壁３４、３６によって画定される。
【００２５】
　シャフト４０が、中央部分３０から突出する。シャフト４０は、壁３４、３６に関して
中央に位置する。シャフト４０は、断面がほぼ正方形であるステップ部分４２を有し、シ
ャフト４０の端部４４は、円錐点４６として形成される。
【００２６】
　壁３４、３６の外表面４８は、壁部分５２、５４、５６、５８によって画定されるステ
ップ部分５０を有する。壁部分５２、５４は、一体的に形成されるカラー６０を有し、カ
ラー６０は、以下に記述する方式で、キャップ部材１８を保持する。壁５２、５４の前部
分６２は、キャップ部材１８の組立ての容易さを助長するように先細りにされる。壁５２
、５４の外表面４８は、本発明の枢要な特徴を形成するカム溝６４を含む。カム溝６４の
断面を図２、４、および６に示し、図９に透視図で示す。
【００２７】
　図１は、上部パネル６８および側面パネル７０、７２、７４を含むハウジング６６に収
容されたノズル部材１２を示す。入れ子式フォーマノズル１０は、トリガ７６によって動
作され、トリガ７６は、プランジャ７８を介して、リザーバ８２で包含されるバルブ８０
に接続される。トリガ７６およびプランジャ７８は、従来通りの性質であり、したがって
、詳細には図示または記述しない。使用中、供給管２２は、噴霧材料の供給を液体の形態
で導管８４を介して受け取る。
【００２８】
　キャップ１８は、中空部材であり、側壁部分８６、８８、９０、９２および前壁部分９
５を含む。キャップ部材１８は、中央ノズル９６を有する内向きに突出するほぼ円筒の部
分９４を含む。ノズル９６は、出口ポート１００と接続される集束部分９８を含む。集束
部分９８は、中央ボア１０２とも接続される。中央ボア１０２は、スピナ部材１４のシャ
フト１０４を収容する。
【００２９】
　突出部分９４は、ｖ型溝１０６および矩形溝１０８を含む。ｖ型溝１０８は、矩形溝に
隣接する部分１１０の柔軟性の程度に帰結する。矩形溝１０８は、ノズル部材１２の上に
形成されたカラー６０を受けるアンダーカット１１２を含む。ｖ型溝１０６により、キャ
ップ部材１８をカラー６０の上にスナップばめすることが可能になり、図１の矢印１１４
によって示すように、キャップ部材１８をノズル部材１２に対して回転させることが可能
になる。キャップ１８の側壁部分８６、８８、９０、９２は、ノズル部材１２の表面１１
６、１１８、１２０、１２２に厳密に整合するように適応され、キャップ１８の端部１２
４は、ノズル部材１２の表面１２５に隣接する。
【００３０】
　スピナ部材１４は、正方形シャフト４０にはめ込まれる正方形ボア１２８を有する中央
部分１２６を含む。正方形シャフト４０および正方形ボア１２８は、スピナ部材１４がシ
ャフト４０に対して回転するのを防止する。ボア１２８の端部１２９は、シャフト４０の
上の円錐点４６に隣接する。スピナ部材１４は、一体的に形成される先細りフランジ部分
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１３６を含む。
【００３１】
　フランジ部分１３６は、全体的に中空円錐の構成を有する。フランジ部分１３６の外縁
１３９は、ボア１４２による締まりばめを形成するように適応される。
【００３２】
　フランジ１３６部分は、比較的薄く、比較的柔らかいプラスチック材料で成形される。
この構築は、図１０の矢印１４４によって示す径方向におけるフランジ部分１３６の柔軟
性の程度に帰結する。この柔軟性により、図１０および１１の矢印１４６、１４７、１４
８によって示すように、噴霧材料がフランジ部分１３５を通過して流れ、図１０の矢印１
４９によって示す反対方向における空気の流れを防止することが可能になる。
【００３３】
　したがって、柔軟フランジ部分１３６およびボア１４２は、偏向閉鎖バルブを形成する
。使用中、噴霧材料は、フランジ部分１３６を通過して流れる。
【００３４】
　図９に示すように、スピナ部材１４の面部分１５０は、３つのアパーチャ１５２、１５
４、１５６を含む。各アパーチャは、図３に示すように、１対の側壁１５８、１６０によ
って画定される。側壁１５８は、表面１６２と鋭角を形成し、側壁１６０は、表面１６２
と鈍角を形成する。使用中、噴霧材料は、チャネル１６３、１６５、１６７を流れ、スピ
ナ空洞１６４に入る。側壁１５８、１６０の角度配向により、噴霧材料は、比表面１６２
に対してほぼ接線方向にある比較的小さいスピナ空洞１６４に入り、それにより、噴霧材
料が回転して、噴霧材料の流れは霧化される。
【００３５】
　フォーマ管１６は、図９に最適に示すように、中央ボア１７０および１対のガイドレッ
グ１７２、１７４を含む中央部分１６８を含む。中央ボア１７０は、ノズル部材１２の端
部分１７６を受ける。フォーマ管１６の外表面１７８は、中央部分１６８を通って延びる
１対の空気開口１８０、１８２を有する。ガイドレッグ１７２、１７４の外表面１８４、
１８６は、全体的に湾曲し、キャップ部材１８の相補湾曲部分１８８、１９０の内部でス
ライドするように適応される。
【００３６】
　ガイドレッグ１７２、１７４は、キャップ部材１８に形成されるアパーチャ１９２、１
９４を通って突出し、その結果、キャップ部材１８の回転により、フォーマ管１６が回転
する。ガイドレッグ１７２、１７４の端部分１９６、１９８は、それぞれ、図１０に示す
ように、ノズル部材１２においてカム溝６４と係合するカムフォロワボス２００、２０２
を有する。
【００３７】
　キャップの側壁部分８６、８８、９０、９２は、上に形成される以下の一体的に成形さ
れる表示「オフ」２０４、「気泡」２０６、「噴霧」２０８、および「気泡」２１０を有
する。キャップ１８が、図１の矢印によって示す方向２１２において図２および３に示す
「オフ位置」から図４および５に示す「気泡位置」まで回転することにより、フォーマ管
１６が回転し、カム溝６４は、図４に示す伸張位置にフォーマ管１６を駆動する。
【００３８】
　キャップ部材１８が、図１の矢印１１４によって示す方向において、図４および５の「
気泡位置」から図６および７の示す「噴霧位置」まで、連続的に９０度回転することによ
り、再びフォーマ管１６が回転し、カム溝６４は、フォーマ管１６を図６に示す引込み位
置に駆動する。
【００３９】
　カム１８が、図６および７に示す「噴霧位置」から図１の矢印２１２によって示す方向
に９０度さらに回転することにより、再び、フォーマ管が図４に示す伸張位置まで回転す
る。
【００４０】
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　キャップ１８がさらに９０度回転することにより、キャップ１８は、再び、図２および
３に示す「オフ位置」になる。
【００４１】
　図１０は、気泡位置にある様々な構成要素を示し、噴霧材料の流れの方向は、矢印１４
７、１４８によって示されている。噴霧材料は、供給管２２からポート２８を経て空洞３
２およびチャネル３３に流れ込む。液体状態の噴霧材料は、スピナ本体に形成される３つ
のアパーチャ１５２、１５４、１５６の少なくとも２つを経てスピナ面１５０に入る。
【００４２】
　液体は、スピナ部材１４の外表面１６２にほぼ接する方向においてスピナ面１５０に入
り、これにより、噴霧材料に対するスピン作用が得られる。このスピン作用は、液体の速
度および液体作用の圧縮領域と組み合わされて、液体を霧化させる。
【００４３】
　「気泡位置」における動作中、フォーマ管１６は、キャップ部材を超えて突出し、フォ
ーマ管１６を通る噴霧材料の流れは、ベンチュリ作用を創出し、このベンチュリ作用によ
り、気体が、気体開口１８０、１８２を経てフォーマ管１６の中に引き込まれる。この空
気の流れは、スピナ部材１２によって霧化された液体と混合されて、気泡を創出する。
【００４４】
　外側の空気の流れは、図９の矢印２１８によって示す方向に気体開口１８０、１８２を
流れる。この方向は、図１０、１１の矢印２１４、２１６によって示す入れ子式フォーマ
ノズル１０を流れる噴霧材料の流れとは反対である。気体および液体が、液体の流れの霧
化について、スピナ１４の作用と組み合わされた混合プロセスを開始する際に、気体およ
び噴霧材料の流れの方向が反対であることにより、気泡産物が効果的に生成される。
【００４５】
　キャップ部材１８が噴霧位置に回転することにより、気泡の生成が中断され、液体噴霧
材料の放出が可能になる。
【００４６】
　したがって、入れ子式フォーマノズル１０は、液体噴霧産物の放出から気泡産物に可逆
的に迅速かつ効率的に切り替える手段を提供する。
【００４７】
　本明細書において記述した本発明の以上の特定の実施形態は、単に例示を目的とする。
本発明の主な主題から逸脱せずに、本発明の精神および範囲内において、様々な変更およ
び修正を行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】噴霧キャニスタの上に取り付けれた入れ子式フォーマノズルを示す、本発明によ
り作成される入れ子式フォーマノズルの全体的な透視図である。
【図２】オフ位置にある構成要素を示す図１の線２－２に沿って取った断面図である。
【図３】図２の線３－３に沿って取った断面図である。
【図４】図２と同様であるが、気泡位置にある構成要素を示す、図１の線２－２に沿って
取った断面図である。
【図５】図４の線５－５に沿って取った断面図である。
【図６】図２と同様であるが、噴霧位置にある構成要素を示す、図１の線２－２に沿って
取った断面図である。
【図７】図６の線７－７に沿って取った断面図である。
【図８Ａ】キャップがオフ位置から開始して時計方向に連続的に回転する際に、オフ位置
にある構成要素を示す断片的な透視図である。
【図８Ｂ】キャップがオフ位置から開始して時計方向に連続的に回転する際に、気泡位置
にある構成要素を示す断片的な透視図である。
【図８Ｃ】キャップがオフ位置から開始して時計方向に連続的に回転する際に、噴霧位置
にある構成要素を示す断片的な透視図である。
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【図８Ｄ】キャップがオフ位置から開始して時計方向に連続的に回転する際に、気泡位置
にある構成要素を示す断片的な透視図である。
【図９】様々な構成要素を示す分解透視図である。
【図１０】気泡位置にある構成要素を示し、かつ噴霧材料の流れを示す、図４と同様の断
面図である。
【図１１】噴霧位置にある構成要素を示し、かつ噴霧材料の流れを示す、図６と同様の断
面図である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図８Ｃ】

【図８Ｄ】

【図９】

【図１０】
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